
別表第1(第7条関係)

　　　公文書式
目次
　第1　条例
　　1　新しく制定する場合
　　　(1)　本則を条、項および号で構成する場合
　　　(2)　本則に条を置かない場合
　　　(3)　章、節等に区分する場合
　　2　全部を改正する場合
　　3　一部を改正する場合
　　　(1)　一般的な改正の場合
　　　(2)　二つ以上の条例を一括して改正する場合
　　4　一部改正の文例
　　　(1)　改正する場合
　　　　ア　題名を改正する場合
　　　　イ　目次を改正する場合
　　　　ウ　章、節等を改正する場合
　　　　　(ｱ)　章名、節名等を改正する場合
　　　　　(ｲ)　章、節等に含まれる条文を含めて改正する場合
　　　　エ　見出しを改正する場合
　　　　オ　条の全部を改正する場合
　　　　　(ｱ)　1条のみを改正する場合
　　　　　(ｲ)　連続する二つの条を改正する場合
　　　　　(ｳ)　連続する三つ以上の条を改正する場合
　　　　カ　項の全部を改正する場合
　　　　キ　号の全部を改正する場合
　　　　ク　ただし書または後段の全部を改正する場合
　　　　ケ　条文中の各号を除いた部分を改正する場合
　　　　コ　条文中の字句を改正する場合
　　　　　(ｱ)　同一の条、項等の中の一つの字句を改正する場合
　　　　　(ｲ)　同一の条、項等の中の二つ以上の字句を改正する場合
　　　　　(ｳ)　二以上の条、項等に係る同一字句を改正する場合
　　　　　(ｴ)　二以上の条、項等に係る二つ以上の字句を改正する場合
　　　　サ　別表または様式を改正する場合
　　　　　(ｱ)　別表または様式の全部を改正する場合
　　　　　(ｲ)　別表または様式の一部を改正する場合
　　　　　(ｳ)　別表または様式の字句を改正する場合
　　　(2)　追加する場合
　　　　ア　目次を追加する場合
　　　　イ　章、節等を追加する場合
　　　　　(ｱ)　章名、節名等を追加する場合
　　　　　(ｲ)　章、節等に含まれる条文も含めて追加する場合
　　　　ウ　条を追加する場合
　　　　　(ｱ)　条を繰り下げない場合
　　　　　(ｲ)　条を繰り下げる場合
　　　　　(ｳ)　既存の章、節等の最初に追加する場合
　　　　　(ｴ)　既存の章、節等に最後の追加する場合
　　　　エ　項を追加する場合
　　　　　(ｱ)　条の末尾に追加する場合
　　　　　(ｲ)　条の中途に追加する場合
　　　　オ　号を追加する場合
　　　　　(ｱ)　号を繰り下げない場合
　　　　　(ｲ)　号を繰り下げる場合
　　　　　(ｳ)　既存の号の最初に追加する場合
　　　　カ　ただし書または後段を追加する場合
　　　　キ　字句を追加する場合
　　　　ク　別表または様式を追加する場合
　　　　　(ｱ)　別表または様式の全部を追加する場合
　　　　　(ｲ)　別表または様式の一部を追加する場合
　　　　　(ｳ)　別表または様式の字句を追加する場合
　　　(3)　削除する場合
　　　　ア　目次を削除する場合
　　　　イ　章、節等を削除する場合
　　　　　(ｱ)　章名、節名等を削除する場合
　　　　　(ｲ)　章、節等に含まれる文条も含めて削除する場合
　　　　ウ　条を削除する場合
　　　　　(ｱ)　条を繰り上げない場合
　　　　　(ｲ)　条を繰り上げる場合
　　　　エ　項を削除する場合
　　　　　(ｱ)　条の末尾の項を削除する場合
　　　　　(ｲ)　条の中間の項を削除する場合
　　　　オ　号を削除する場合
　　　　　(ｱ)　号を繰り上げない場合
　　　　　(ｲ)　号を繰り上げる場合
　　　　カ　ただし書または後段を削除する場合
　　　　キ　字句を削除する場合
　　　　ク　別表または様式を削除する場合
　　　　　(ｱ)　別表または様式の全部を削除する場合
　　　　　(ｲ)　別表または様式の一部を削除する場合
　　　　　(ｳ)　別表または様式の字句を削除する場合
　　5　廃止する場合
　　　(1)　一般的な廃止の場合
　　　(2)　二つ以上の条例を一括して廃止する場合
　　6　付則文例
　　　(1)　施行期日に関する規定の場合
　　　　ア　公布の日から施行する場合
　　　　イ　将来の特定の日から施行する場合
　　　　ウ　公布の日よりもさかのぼって適用する場合
　　　　エ　一部の規定の施行期日を他の規定の施行期日と異ったものにする場合
　　　　オ　施行期日を規則に委任する場合
　　　(2)　既存の法規の廃止に関する規定の場合
　　　(3)　経過措置に関する規定の場合
　　　　ア　罰則に関する事項の場合
　　　　イ　従来の法規による行為の効力に関する事項の場合
　　　　ウ　従前の一定の状態を新しく制定または改正した条例で、ある程度容認する事項の場合
　　　　エ　従前の条例の規定の有効期間の延長に関する事項の場合
　　　(4)　関係条例の改正に関する規定の場合
　　　(5)　法規の有効期間または終期に関する規定の場合
　第2　規則
　第3　訓令
　　1　規程形式をとる場合
　　　(1)　新しく制定する場合
　　　(2)　全部を改正する場合
　　　(3)　一部を改正する場合
　　　(4)　廃止する場合
　　2　規程形式をとらない場合
　第4　告示
　　1　規程形式をとる場合
　　　(1)　新しく制定する場合
　　　(2)　一部を改正する場合
　　　(3)　廃止する場合
　　2　規程形式をとらない場合
　　　(1)　新しく制定する場合
　　　　ア　法令の授権に基づいて実質的意味の立法行為をする場合
　　　　イ　一定の意思表示をする場合
　　　　ウ　一定の事実の表示をする場合
　　　(2)　一部を改正する場合
　　　(3)　廃止する場合
　第5　公告
　第6　指令

　第7　達
　第8　議案
　　1　予算の場合
　　2　条例の場合
　　3　その他の議案の場合
　　　(1)　専決処分に関する議案の場合
　　　(2)　その他の議案の場合
　第9　往復文
　第10　起案文

第1　条例
　1　新しく制定する場合
　(1)　本則を条、項および号で構成する場合
	　(ｱ)
　○○条例をここに公布する。
　　(ｲ)
　　　　　　年　　月　　日
(ｳ)　　
彦根市長　　氏名　　
(ｴ)
彦根市条例第　　　　号
　　(ｵ)
　　　○○条例
　(ｶ)
　(○○)

(ｷ)　(ｸ)
第1条　○○○○○○○○
　(ｹ)
　○○○○○
　(ｺ)
　(○○○)

第2条　○○○○○
第3条　○○○○○
(ｻ)
2　○○○
3　○○○
　(ｼ)
　(1)　○○○○○○○○
　　　(ｽ)
　　　○○○
　(2)　○○○○○○
　　　(ｾ)
　　　ア　○○○
　　　イ　○○○
　　　　(ｿ)
　　　　(ｱ)　○○○
　　　　　　　　　　　(ﾀ)
　　　　(ｲ)　○○○
　　　　(ｳ)　○○○○
第4条　○○○○○○○
　　　(ﾁ)　(ﾂ)
　　　付則
(ﾃ)　(ﾄ)
1　この条例は、公布の日から施行する。

	2　○○条例(　　　　年彦根市条例第　　号)は廃止する。
3　この条例の施行の際、現に○○条例第○条の規定により○○の許可を受けている者は、この条例第○○条の規定により○○の許可を受けたものとみなす。
4　○○条例(　　　　年彦根市条例第　　号)の一部を次のように改正する。
　　　第○条を次のように改める。
第○条　○○○○○○○


注　(ｱ)　公布文の初字は第2字目とし2行目からは第1字目とする。
　　　　　これは、公布する場合の例であり、立案回議の場合は第8の2の文例による。
　　(ｲ)　公布年月日の初字は第3字目とする。
　　(ｳ)　公布者氏名は、終わりを2字分あける。
　　(ｴ)　条例番号の初字は第1字目とする。
　　(ｵ)　題名の初字は第4字目とする。
　　(ｶ)　見出しは第2字目からとする。
　　(ｷ)　第1字目とする。
　　(ｸ)　1字分あける。
　　(ｹ)　2行目からは第2字目とする。
　　(ｺ)　見出しは1条ごとに付けるのが普通であるが、連続する2以上の条文が同じ範ちゅうに属する事項を規定している場合は、前の条文にまとめて付ける。
　　(ｻ)　同一条文の項が2以上になるときは、第2項以後の項の第1字目にアラビア数字で番号を付ける。
　　(ｼ)　項の中を細分するときは号を用い、第2字目に横括弧で囲んだアラビア数字で号名を付ける。
　　(ｽ)　2行目からは第3字目とする。
　　(ｾ)　号の中を更に細分するときはア、イ、ウ………を用い、第3字目とする。
　　(ｿ)　ア、イ、ウ………の中を細分するときは、(ｱ)、(ｲ)、(ｳ)…………を用い、第4字目とする。
　　(ﾀ)　号以下の細分された条文が名詞形で終わる場合を除き、句点を付ける。ただし、名詞形であっても「こと」または「とき」で終わる場合は、句点を付ける。
　　(ﾁ)　第4字目とし「付」と「則」との間は1字分あける。
　　(ﾂ)　付則の規定順序は、次のとおりである。
　　　a　当該条例の施行期日に関する規定
　　　b　既存条例の廃止に関する規定
　　　c　当該条例の制定に伴う経過規定
　　　d　既存条例等の改正に関する規定
　　　e　その他の規定
　　(ﾃ)　第1字目に付則の項番号を付ける。
　　(ﾄ)　第3字目からとし、2行目からは第2字目とする。
　(2)　本則に条を置かない場合
	　　　○○○条例をここに公布する。
　　　　　　年　　月　　日
彦根市長　　氏名　　
彦根市条例第　　号
　　　○○条例
　(ｱ)
　○○○○○○○
(ｲ)
○○○
　　　付則
　　○○○○○○○○○○。


注　(ｱ)　第2字目からとする。
　　(ｲ)　2行目からは、第1字目とする。
　(3)　章、節等に区分する場合
	　　　○○○条例をここに公布する。
　　　　　　年　　月　　日
彦根市長　　氏名　　
彦根市条例第　　号
　　　○○○条例
(ｱ)
目次
　(ｲ)
　第1章　○○○○○
　　(ｳ)　　　　　　　(ｴ)　(ｵ)
　　第1節　○○○(第1条・第2条)

	　　第2節　○○○
　　　(ｶ)　　　　　　　　(ｷ)
　　　第1款　○○○(第3条～第○条)

　　　第2款　○○○○○○(第○○条～第
　　　　　　(ｸ)
　　　　　　○○条)

　　　　　　　　　　　　　　　(ｹ)
　第2章　○○○○○(第○○条)

　(ｺ)
　付則
　　　(ｻ)
　　　第1章　○○○○
　　　　(ｼ)
　　　　第1節　○○○
　(○○○)

　　　　　　　　　(ｽ)
第1条　○○○(以下「○○○」という。)○○○。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(ｾ)
第2条　○○○法(　　　　年法律第　　号)○○○
　　　　第2節　○○○
　　　　　(ｿ)
　　　　　第1款　○○○
　(○○○)

第3条　○○○
　　　　　第2款　○○○
　(○○○)

第○条　○○○○○
　　　　第2章　○○○
　(○○○)

第○条　○○○○○
　　　付則
　(ﾀ)
　○○○○○○○
　(ﾁ)
○○○○○
別表第1

	　
	○○○○○
	　　○○○○○○
	　

	
	○○○○○
	　　○○○○○○
	

	
	○○○○○
	　　○○○○○○
	

	　

	(ﾂ)　(ﾃ)
別記
　(ﾄ)
　様式第1号

	　
	　　　　　　　　　○○○○○
　　　○○○○○○○○○
　○○○○○○
	　

	　


注　(ｱ)　第1字目とする。
　　(ｲ)　第2字目とする。
　　(ｳ)　第3字目とする。
　　(ｴ)　節名に続けて括弧書きし、節内の条番号をあげる。
　　(ｵ)　括弧内の条が2箇条の場合は「・」で結ぶ。
　　(ｶ)　第4字目とする。
　　(ｷ)　括弧内の条が3箇条以上の場合は、「～」で結ぶ。
　　(ｸ)　2行以上にわたる場合は、書き出しと同じ位置にする。
　　(ｹ)　括弧内の条が1箇条の場合はその条番号を括弧で囲む。
　　(ｺ)　第2字目とする。
　　(ｻ)　第4字目とする。
　　(ｼ)　第5字目とする。
　　(ｽ)　括弧内はその前の用語を説明し、またはその略称を定める場合に用いる。
　　(ｾ)　括弧内が名詞形で終わるときは、句点をつけない。ただし名詞句の次に文章が続くときは名詞句に句点をつける。
　　(ｿ)　第6字目とする。
　　(ﾀ)　付則が1項だけからなるときは項番号を付けず、第2字目から書き始める。
　　(ﾁ)　2行目からは第1字目とする。
　　(ﾂ)　第1字目とし「別」と「記」との間は、1字分あける。
　　(ﾃ)　「別記」は、様式すべてを包括するものとし、様式が2以上ある場合でも別記という文字を個々にはつけない。
　　(ﾄ)　第2字目とする。
　2　全部を改正する場合
	　○○○条例をここに公布する。
　　　　　　年　　月　　日
彦根市長　　氏名　　
彦根市条例第　　　　号
　　　　　　　○○○条例
　　　　(ｱ)
　　　　○○○条例(　　　　年彦根市条例第　　号)の全部を改正する。
　(○○○)

(ｲ)
第1条　○○○○○
　(○○○)

第○条　○○○○。
　　付則
　(ｳ)
　○○○○○○○○


　　(ｱ)　第5字目からとする。既存の条例の題名を書く。
　　(ｲ)　以下制定する場合の例による。
　　(ｳ)　既存の条例を廃止する旨の規定は、おかない。
　3　一部を改正する場合
　(1)　一般的な改正の場合
	　○○○○○条例の一部を改正する条例をここに公布する。
　　　　　　年　　月　　日
彦根市長　　氏名　　
彦根市条例第　　号
　　　○○○○条例の一部を改正する条例
　　(ｱ)　　　　　　　　　　(ｲ)
　　○○○○○条例(　　　　　年彦根市条例第　　号)の一部を
　(ｳ)
　次のように改正する。
　　(ｴ)
　　○○○○○
　　　　付則
　　○○○○○


注　(ｱ)　第2字目からとする。
　　(ｲ)　すべて条例番号を入れる。
　　(ｳ)　2行目からは第1字目とする。
　　(ｴ)　以下一部改正の文例に従い記載する。
　(2)　二つ以上の条例を一括して改正する場合
	　○○○○○条例等の一部を改正する条例をここに公布する。
　　　　　　年　　月　　日
彦根市長　　氏名　　
彦根市条例第　　号
　　　(ｱ)
　　　○○○○条例等の一部を改正する条例
　(○○○条例の一部改正)

(ｲ)
第1条　○○○○条例(　　　　年彦根市条例第○号)の一部を次のように改正する。
(ｳ)
　○○○○○。
　(○○○条例の一部改正)

第2条　○○○○○○○○○○
　　　付則
　○○○○○。


注　(ｱ)　題名が2行にわたるときは、1行目の終りは終字目とし、2行目の書き出しは第4字目とする。
　　(ｲ)　改正する条例ごとに条を設ける。
　　(ｳ)　一部改正の文例に従い記載する。ただし、初字は1字ずつ繰り下げる。
　4　一部改正の文例
　(1)　改正する場合
　　ア　題名を改正する場合
	　題名を次のように改める。
　　(ｱ)
　　○○○○条例


注　(ｱ)　改める題名の初字は、第4字目とする。
	　　　　　(ｱ)
　題名中「○○○」を「○○○」に改める。


注　(ｱ)　題名中の一部の字句を改正する場合である。
　　イ　目次を改正する場合
	　目次中「第○款○○○(第○条・第○条)」を「第○款○○○(第○条～第○条)」に改める。


	　目次中「第○節○○○(第○条・第○条)」を「第○節　削除」に改める。


　　ウ　章、節等を改正する場合
　　　(ｱ)　章名、節名等を改正する場合
	　「第○章○○○○」を「第○章○○○」に改める。


　　　(ｲ)　章、節等に含まれる条文を含めて改正する場合
	　第○章を次のように改める。
　　　第○章　○○○○
　　　　第○節　○○○○
　(○○○)

第○条　○○○○○。
　(○○○)

第○条　○○○○○。


　　エ　見出しを改正する場合
	　第○条の見出しを「○○○」に改める。


	　第○条の見出し中「○○○」を「○○○」に改める。


注　条文の改正に伴う見出しの改正は、改正した見出しを改正条文に付しただけでよい。
　　オ　条の全部を改正する場合
　　　(ｱ)　1条のみを改正する場合
	　(ｱ)
　第○条を次のように改める。
　　(○○○)

(ｲ)
第○条　○○○○。


注　(ｱ)　柱書きの初字は第2字目とする。
　　(ｲ)　第1字目とする。
　　　(ｲ)　連続する二つの条を改正する場合
	　　　(ｱ)
　第7条および第8条を次のように改める。
　(○○○)

第7条　○○○○○。

	　(○○○)

第8条　○○○○。


注　(ｱ)　「および」、「ならびに」、「または」および「もしくは」は、漢字を用いない。
　　　(ｳ)　連続する三つ以上の条を改正する場合
	　第9条から第12条までを次のように改める。
　(○○○)

第9条　○○○○○○○
　(○○○)

第10条　○○○○○
　(○○○)

第11条　○○○○○
　(○○○)

第12条　○○○○○○○○○


　　カ　項の全部を改正する場合
	　第○条第2項を次のように改める。
(ｱ)　(ｲ)
2　○○○○○○○。


注　(ｱ)　項番号は第1字目とする。
　　(ｲ)　連続する二つの項または三つの項以上を同時に改正する場合は4(1)オの(ｲ)または(ｳ)の例による。
　　キ　号の全部を改正する場合
	　第○条第○項第3号を次のように改める。
　　(ｱ)　(ｲ)
　(3)　○○○○○。


注　(ｱ)　第2字目とする。
　　(ｲ)　連続する二つの号または三つの号以上を同時に改正する場合は、4(1)オの(ｲ)または(ｳ)の例による。
　　ク　ただし書または後段の全部を改正する場合
	　第○条　(第○項)(第○号)ただし書を次のように改める。
　(ｱ)
　ただし、○○○○○。


	　第○条　(第○項)(第○号)後段を次のように改める。
　(ｱ)
　この場合において、○○○○○○○○○○。


注　(ｱ)　第3字目とする。
　　ケ　条文中の各号を除いた部分を改正する場合
	　第○条第2項各号列記以外の部分を次のように改める。
2　○○○○○○○○ただし、○○○○。


　　コ　条文中の字句を改正する場合
　　　(ｱ)　同一の条、項等の中の一つの字句を改正する場合
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(ｱ)
　第○条(第○項)(第○号)(ただし書・後段)中「○○○」を「○○○」に改める。


注　(ｱ)　改められる部分と改める部分とをなるべく明白に引例し、「　」で囲む。
　　　(ｲ)　同一の条項等の中の二つ以上の字句を改正する場合
	　第○条(第○項)(第○号)(ただし書・後段)中「○○○」を「○○○」に、「○○○」を「○○○」に改める。


　　　(ｳ)　二つ以上の条、項等に係る同一字句を改正する場合
	　第○条(第○項)(第○号)(ただし書・後段)および第○条(第○項)(第○号)(ただし書・後段)中「○○○」を「○○○」に改める。


　　　(ｴ)　二つ以上の条項等に係る二つ以上の字句を改正する場合
	　第○条(第○項)(第○号)(ただし書・後段)および第○条(第○項)(第○号)(ただし書・後段)中「○○○」を「○○○」に、「○○○○○」を「○○○○○○」に改める。


　　サ　別表または様式を改正する場合
　　　(ｱ)　別表または様式の全部を改正する場合
	　別表第○(別記様式第○号)を次のように改める。
　(ｲ)　　　(ｱ)
　別表第○　(様式第○号)

	　
	○○○○
	○○○○○○
	　

	
	○○○○○
○○○○○
	○○○○○○○
○○○○○○○
	

	　


注　(ｱ)　柱書の中で様式を呼ぶ場合は、「別記様式第○号」というが、様式のはじめには、「様式第○号」として「別記」という文字を個々には用いない。
　　(ｲ)　第1字目とする。
　　　(ｲ)　別表または様式の一部を改正する場合
	　

	　別表第○(別記様式第○号)中
	「
	○○○
	○○○○
	」
	を
	「
	○○
	　

	　

	　
	○
	○○○○
	」
	に改める。

	　


　　　(ｳ)　別表または様式の字句を改正する場合
	　　　　　　　　　　　(ｱ)　　　　　(ｲ)
　別表第○○○の項○○の欄(別記様式第○号)中「○○○」を「○○○」に改める。


注　(ｱ)　項は横の部分を表わす。なお、項を細分する場合は、項の上に部を設ける。
　　(ｲ)　欄は、縦の区分を表わす。
　(2)　追加する場合
　　ア　目次を追加する場合
	　目次中「第○章○○○(第○条～第○条)」を「第○章○○○○○○(第○条～第○条)」に改める。


　　イ　章、節等を追加する場合
　　　(ｱ)　章名、節名等を追加する場合
	　第○条の次に次の章名(節名)を加える。
　(ｱ)
　第○章　○○○○


注　(ｱ)　第4字目とする。以下「節」「款」となるに従い、1字ずつ下げる。
　　(ｲ)　章、節等に含まれる条文も含めて追加する場合
	　第○条の次に次の○章(○節)を加える。
第○章　○○○
　　(○○○)

　第○条　○○○○○。
　　(○○○)

　第○条　○○○○○○○。


　　ウ　条を追加する場合
　　　(ｱ)　条を繰り下げない場合
	　第○条の次に次の2条を加える。
　　(○○○)

　第○条の2　○○○○○。
　　(○○○)

　第○条の3　○○○○○。


　　　(ｲ)　条を繰り下げる場合
	　(ｱ)　(ｲ)
　第12条を第14条とし、第3条から第11条までを2条ずつ繰り下げ、第2条の次に次の2条を加える。
　(○○○)

第3条　○○○○○
　(○○○)

第4条　○○○○○○


注　(ｱ)　第2条と第3条との間に二つの条を追加する例である。
　　(ｲ)　最後の条をまず繰り下げる。
　　　(ｳ)　既存の章、節等の最初に追加する場合
	　第○章(第○節)中第6条の前に次の1条を加える。
　(○○○)

(ｱ)
第5条の2　○○○○○○○。


注　(ｱ)　「第○条」は、前の章、節等の最終の条番号とする。
　　　(ｴ)　既存の章、節等の最後に追加する場合
	　第○章(第○節)中第○条の次に次の1条を加える。
　　(○○○)

第○条の2　○○○○


　　エ　項を追加する場合
　　　(ｱ)　条の末尾に追加する場合
	　(ｱ)
　第○条に次の2項を加える。
4　○○○○○○。
5　○○○○○○○○。


注　(ｱ)　第3項まである条へ二つの項を追加する例である。
　　　(ｲ)　条の中途に追加する場合
	　　(ｱ)　(ｲ)
　第○条中第4項を第6項とし、第2項および第3項を2項ずつ繰り下げ第1項の次に次の2項を加える。
2　○○○○○。
3　○○○○○○○。


注　(ｱ)　第1項と第2項との間に二つの項を追加する例である。
　　(ｲ)　項の場合「第○項の2」というように枝番号を用いるやり方は項番号が、条または号のように一つの単位として区別されるものでなく、単に条文の段落として検索の便を図るために付されたものであるという点から用いられない。
　　オ　号を追加する場合
　　　(ｱ)　号を繰り下げない場合
	　第○条第○項第6号の次に次の2号を加える。
　　(ｱ)　　　　　　　　　　　　(ｲ)
　(6)の2　○　　○○○○○○
　(6)の3　○　　○○○○○○○


注　(ｱ)　第2字目とする。
　　(ｲ)　号が文章の形をとる場合または「こと」もしくは「とき」で終わる場合は、句点を付け、その他の場合は、句点を付けない。
　　　(ｲ)　号を繰り下げる場合
	　(ｱ)
　第○条第○項中第12号を第14号とし、第3号から第11号までを2号ずつ繰り下げ、第2号の次に次の2号を加える。
　(3)　○　　○○○○○
　(4)　○　　○○○○○


注　(ｱ)　第2号と第3号との間に2号を追加する例である。
　　　(ｳ)　既存の号の最後に追加する場合
	　第○条第○項に次の3号を加える。
　(6)　○○○○○○○
　(7)　○○○○
　(8)　○○○○○○○○○○


注　(ｱ)　第5号まである条文の最後に3号を追加する例である。
　　カ　ただし書または後段を追加する場合
	　第○条(第○項)(第○号)に次のただし書を加える。
　(ｱ)
　　ただし、○○○○○。


	　第○条　(第○項)(第○号)に後段として次のように加える。
　(ｲ)
　この場合において、○○○○○○。


注　(ｱ)(ｲ)　第3字目とする。
　　キ　字句を追加する場合
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(ｱ)
　第○条　(第○項)(第○号)(ただし書、後段)中「○○」の右に(の左に)「○○○」を加える。


注　(ｱ)　一般的には右を用い、左、右の位置は、次のとおりである。
　　　　　　　左　　　　　　　　　　　　　右
　　　　　○○○○「○○○」○○○○
　　ク　別表または様式を追加する場合
　　　(ｱ)　別表または様式の全部を追加する場合
	　別表第1　(別記様式第1号)の次に次の別表(1様式)を加える。
別表第2

(様式第2号)

	　
	○○○○○
	○○○○○○○
	　

	
	○○○○○
	○○○○○○○
	

	
	○○○○○
	○○○○○○○
	

	　


　　　(ｲ)　別表または様式の一部を追加する場合
	　

	　
	を
	「
	○○○
	　

	　別表第○(別記様式第○○号)中を
	「
	○○○
	○○○○
	」
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	○○○
	

	　
	
	
	
	

	　

	　
	○○○○
	」
	に改める。

	
	○○○○
	
	

	　


　　　(ｳ)　別表または様式の字句を追加する場合
	　別表第○○の項○○の欄(別記様式第○号)中「○○○○○」の右に「○○○○」を加える。


　(3)　削除する場合
　　ア　目次を削除する場合
	　目次中「第○章○○○(第○条～第○条)」を「第○章削除」に改める。


　　イ　章、節等を削除する場合
　　　(ｱ)章名、節名等を削除する場合
	　(ｱ)
　第○章の章名を削る。


注　(ｱ)　章名、節名等を残さない例である。
	　(ｱ)
　「第○章　○○○○」を「第○章　削除」に改める。


注　(ｱ)　章名、節名等を残す例である。
　　　(ｲ)　章、節等に含まれる条文も含めて削除する場合
	　第○章を削る。


注　条文を残さない(末尾の章を削るとき)例である。
	　第○章を次のように改める。
　　第○章　削除
第○○条から第○条まで　削除


注　条名を残す(中間の章を削るとき)例である。
　　ウ　条を削除する場合
　　　(ｱ)　条を繰り上げない場合
	　第○○条を削る。


注　条名を残さない例である。
	　第○条を次のように改める。
第○条　削除


注　条名を残す例である。
　　　(ｲ)　条を繰り上げる場合
	　第3条を削り、第4条を第3条とし、以下1条ずつ繰り上げる。


注　条名を残さない場合で、第3条を削り、第4条以下を1条ずつ繰り上げる例である。
　　エ　項を削除する場合
　　　(ｱ)　条の末尾の項を削除する場合
	　第○条　第○項を削る。


　　　(ｲ)　条の中間の項を削除する場合
	　第○条中第2項を削り、第3項を第2項とし、以下1項ずつ繰り上げる。


注　第2項を削り、第3項以下を1項ずつ繰り上げる例である。
　　オ　号を削除する場合
　　　(ｱ)　号を繰り上げない場合
	　(ｱ)　(ｲ)
　第○条　第○項第5号を次のように改める。
　(5)　削除


注　(ｱ)　号名を残す例である。
	　　(ｲ)　連続する二つ以上の号を削除する場合は、原則として
	「
	(3)削除
(4)削除
(5)削除
	」
	とする。た


　　　　だし、削除する号の数が多いときは、「(3)から(10)まで削除」とすることができる。
	　第○条第○項第○号を削る。


注　号名を残さない例である。
　　　(ｲ)　号を繰り上げる場合
	　第○条第○項中第3号を削り、第4号を第3号とし、以下1号ずつ繰り上げる。


注　号名を残さない場合で、第3号を削り、第4号以下を1号ずつ繰り上げる例である。
　　カ　ただし書または後段を削除する場合
	　第○条(第○項)(第○号)ただし書(後段)を削る。


　　キ　字句を削除する場合
	　第○条(第○項)(第○号)(ただし書、後段)中「○○○○」を削る。


　　ク　別表または様式を削除する場合
　　　(ｱ)　別表または様式の全部を削除する場合
	　別表第2(別記様式第2号)を削る。


　　　(ｲ)　別表または様式の一部を削除する場合
	　

	　別表第2(別記様式第2号)中「
	○○
	○○○
	」を削る。

	　


　　　(ｳ)　別表または様式の字句を削除する場合
	　別表第○○○○の項○○の欄(別記様式第○号)中「○○○○」を削る。


　5　廃止する場合
　(1)　一般的な廃止の場合
	　○○○○○○○○○条例を廃止する条例をここに公布する。
　　　　　　年　　月　　日
彦根市長　　氏名　　
彦根市条例第　　　　号
　○○○○○○○○○○○条例を廃止する条例
　(ｱ)
　○○○○○○○○○○○条例(　　　　年彦根市条例第　　　　　号)は、廃止する。
　　　付則
　○○○○○。


注　(ｱ)　第2字目からとする。
　(2)　二つ以上の条例を一括して廃止する場合
	　○○○○○条例等を廃止する条例をここに公布する。
　　　　　　年　　月　　日
彦根市長　　氏名　　
彦根市条例第　　　　号
　○○○○○○条例等を廃止する条例
(ｱ)
次の各号に掲げる条例は、廃止する。
(ｲ)
(1)　○○○○条例(　　　　年彦根市条例第　　号)

(2)　○○○条例(　　　　年彦根市条例第　　号)

　　　付則
　○○○○○○○○○。


注　(ｱ)　第2字目からとする。
　　(ｲ)　第2字目からとする。
　6　付則文例
　(1)　施行期日に関する規定の場合
　　ア　公布の日から施行する場合
	　この条例は、公布の日から施行する。


　　イ　将来の特定の日から施行する場合
	　この条例は、　　　　年　　月　　日から施行する。


	　この条例は、公布の日から起算して、○○日を経過した日から施行する。


	　この条例は、○○法(　　　年法律第　　号)施行の日から施行する。


　　ウ　公布の日よりもさかのぼって適用する場合
	　この条例は、公布の日から施行し、　　　年度分の○○から適用する。


	　この条例は、公布の日から施行し、　　　年　月　日から適用する。


　　エ　一部の規定の施行期日を他の規定の施行期日と異ったものにする場合
	　この条例は、公布の日から施行する。ただし、○○に関する改正規定は、　　　　年　　月　　日から(第○○条の規定は、　　　　年　　月　　日から)施行する。


	　この条例は、　　　　年　　月　　日から施行する。ただし、第○○条の規定は、　　　　年　　月　　日から、付則第○○項の規定は　　　　年　　月　　日から適用する。


　　オ　施行期日を規則に委任する場合
	　この条例の施行期日は、規則で定める。


	　この条例の施行期日は、公布の日から起算して○○日をこえない範囲内において規則で定める。


	　この条例は、公布の日から起算して○○日をこえない範囲内において規則で定める日から施行する。


　(2)　既存の法規の廃止に関する規定の場合
	　○○条例(　　　　年彦根市条例第　　号)は、廃止する。


	　次に掲げる条例は、廃止する。
(1)　○○条例(　　　　年彦根市条例第　　号)

(2)　○○○○条例(　　　　年彦根市条例第　　号)


　(3)　経過措置に関する規定の場合
　　ア　罰則に関する事項の場合
	　この条例の施行前にした○○に対する罰則の適用については、なお従前の例による。


	　この条例の施行前にした○○○に対する罰則の適用については、旧条例は、なおその効力を有する。


　　イ　従来の法規による行為の効力に関する事項の場合
	　この条例の施行前に旧条例の規定によってした○○については、なお従前の例による。


	　この条例の施行前に旧○○条例の規定によってなされた処分は、この条例に当該規定に相当する規定があるときは、当該相当規定によってなされたものとみなす。


	　この条例の施行前に旧○○条例第○条の規定によってなされた許可の申請は、この条例第○条の規定によってなされたものとみなす。


	　この条例による改正前の旧○○条例第○条の規定による○○の許可の取消しの処分は、この条例による改正後の○○条例第○条の規定による許可の取消しの処分とみなす。


　　ウ　従前の一定の状態を新しく制定または改正した条例である程度容認する事項の場合
	　この条例の施行の際現に旧○○条例第○条の規定による許可を受けて○○している者は、この条例第○条の規定により○○の許可を受けたものとみなす。


	　この条例の施行の際現に改正前の○○条例第○条の規定による許可を受けて○○している者は、改正後の○○条例第○条の規定による○○の許可を受けたものとみなす。


　　エ　従前の条例の規定の有効期間の延長に関する事項の場合
	　○○条例(　　　年彦根市条例第　号。以下「旧条例」という。)は、廃止する。ただし、旧条例第○条の規定は、　　　　年　　月　　日までなおその効力を有する。


　(4)　関係条例の改正に関する規定の場合
	　○○条例(　　　　年彦根市条例第　　　　号)の一部を次のように改正する。
　第○条第○項中「○○○」を削る。


　(5)　法規の有効期間または終期に関する規定の場合
	　この条例は、　　　　年　　月　　日まで、その効力を有する。


	　この条例は、　　　　年　　月　　日限り、その効力を失う。


	　この条例は、施行の日から起算して○年を経過した日にその効力を失う。


第2　規則
	　○○規則(の一部を改正する規則)(を廃止する規則)をここに公布する。
　　　　　　年　　月　　日
彦根市長　　氏名　
彦根市規則第　　　　号
　　○○規則
　　　　(○○規則の一部を改正する規則)

　　　　(○○規則を廃止する規則)

　(○○○)

第○条　○○○○○○○
　　　付則
　○○○○○○○○。


注　題名、目次、本則および付則は、条例の例による。
第3　訓令
　1　規程形式をとる場合
　(1)　新しく制定する場合
	彦根市訓令第　　　　号
(ｱ)　　　　　　　　　　
本庁　　　
○○○○○　　　
○○○○○　　　
　○○○規程を次のように定める。
　　　　　　年　　月　　日
彦根市長　　氏名　
　　　(ｲ)
　　　○○○規程
　(○○○)

第1条　○○○○○○○○。
　(○○○)

第2条　○○○○○。
　　　付則
　　　(ｳ)
　この訓令は、　　　　年　　月　　日から施行する。


注　(ｱ)　訓令には受訓先を記し、終字が右から3字目となるよう配字する。
　　　　受訓先が二つ以上の場合は、初字と終字がそれぞれそろうようにする。
　　(ｲ)　題名、目次、本則および付則は、条例の例による。
　　(ｳ)　訓令は公布しないから「公布の日から施行する。」等としないで具体的に施行期日を書く。
　(2)　全部を改正する場合
	彦根市訓令第　　　　号
本庁　　　
○○○○○　　　
　　　○○規程を次のように定める。
　　　　　　年　　月　　日
彦根市長　　氏名　
　　　　　○○規程
　○○規程(　　　　年彦根市訓令第　　　　号)の全部を改正する。
　(○○○)

第1条　○○○○○○○○○。
　(○○○)

第2条　○○○○○○○○○。
　　　付則
　この訓令は、　　　　年　　月　　日から施行する。


注　題名、目次、本則および付則は、条例の例による。
　(3)　一部を改正する場合
	彦根市訓令第　　　　号
本庁　　　
○○○○○　　　
　○○規程の一部改正をする訓令を次のように定める。
　　　　　　年　　月　　日
彦根市長　　氏名　
　　　○○規程の一部を改正する訓令
　○○規程(　　　　年彦根市訓令第　　号)の一部を次のように改正する。
　(ｱ)
　第○条を次のように改める。
第○条　○○○○○○。
　　　付則


注　(ｱ)　以下第1の3の一部を改正する場合の文例による。
　(4)　廃止する場合
	彦根市訓令第　　　　号
本庁　　　
○○○○○　　　
　○○規程を廃止する訓令を次のように定める。
　　　　　　年　　月　　日
彦根市長　　氏名　
　　　○○規程を廃止する訓令
　○○規程(　　　　年彦根市訓令第　　号)は、廃止する。
　　　付則
　この訓令は、　　　　年　　月　　日から施行する。


　2　規程形式をとらない場合
	彦根市訓令第　　号
本庁　　　
○○○○○　　　
　○○○については、○○○されたものとする。
　○○については、次のように○○するものとする。
　○○○は、○○○○○する。
　○○○○○○○○については、次のように○○○○○しなければならない。
　　　○○○○○
　　　　　　年　　月　　日
彦根市長　　氏名　


第4　告示
　1　規程の形式をとる場合
　(1)　新しく制定する場合
	彦根市告示第　　号
　　　○○○規程(要綱)を次のように定める。
　　　　　　年　　月　　日
彦根市長　　氏名　
　　　○○規程(要綱)

第1条　○○○○○○○。
第2条　○○○○○○。
　　　付則
1　この告示は、　　　　年　　月　　日から施行する。
2　○○○○○○○○。


　(2)　一部を改正する場合
	彦根市告示第　　号
　　　○○規程(要綱)の一部を改正する告示を次のように定める。
　　　　　　年　　月　　日
彦根市長　　氏名　
　　　○○規程(要綱)の一部を改正する告示
　○○規程(要綱)(　　　　年彦根市告示第　　号)の一部を次のように改正する。
第○条中「○○○」を「○○○」に改める。
第○条第○項中「○○」を「○○○」に改める。
　　　付則
　この告示は、　　　　年　　月　　日から施行する。


注　題名以下第1の3の一部を改正する場合の文例による。
　(3)　廃止する場合
	彦根市告示第　　号
　　○○○規程(要綱)を廃止する告示を次のように定める。
　　　　　　年　　月　　日
彦根市長　　氏名　
　　　○○規程(要綱)を廃止する告示
　○○規程(要綱)(　　　　年彦根市告示第　　号)は、廃止する。
　　　付則


　2　規程の形式をとらない場合
　(1)　新しく制定する場合
　　ア　法令の受権に基づいて実質的意味の立法行為をする場合
	彦根市告示第　　号
　○○規則(　　　　年彦根市規則第　　号)第○条の規定に基づき、○○を次のように定める。(次のように定め、○○(　　　　年彦根市告示第　　号)は、廃止する。)

　　　　　　年　　月　　日
彦根市長　　氏名　
　○○条例(　　　　年彦根市条例第　　号)第○条に規定する者に対する○○○のため○○○は、次のとおりとする。
1　○○○○○
　(1)　○○○○○
　　　　　　○○○○○

	　(2)　○○○○○
　　　　　　○○○○○
2　○○○○
　(1)　○○○○
　　　　　　○○○○
　(2)　○○○○○○


　　イ　一定の意思の表示をする場合
	彦根市告示第　　号
　地方自治法(昭和22年法律第67号)第101条の規定により、　　　　年　　月　　日彦根市議会定例会(臨時会)を下記のとおり招集する。
　　　　　　年　　月　　日
彦根市長　　氏名　

	　

	彦根市告示第　　号
　○○○は、○○○する。(した。)(○○を次のように定める。)

(○○は、次のとおりである。)(○○○を指定する。)(○○○○は、○○○のため○○することができないから○○○の規定に基づき次のとおり公示する。)

　　　　　　年　　月　　日
彦根市長　　氏名　
1　○○○○○　　○○○○○○○
2　○○○○○　　○○○○○○○○
3　○○○○　　○○○○○
4　○○○○○　　○○○○○
5　○○○○　　○○○○○○○
6　○○○○○○　　○○○○○
7　○○○　　○○○○○○○


　　ウ　一定の事実の表示をする場合
	彦根市告示第　　号
　土地収用法(昭和26年法律第219号)第12条第1項の規定により、　　　　年　　月　　日次のとおり土地立入りについて通知があった。
　　　　　　年　　月　　日
彦根市長　　氏名　
1　起業者の名称　　○○○○
2　事業の種類　　○○○○○
3　立ち入る土地の区域　　○○○○○○
4　立ち入りの期間　　　　　年　月　日から　　　年　月　日まで


　(2)　一部を改正する場合
	彦根市告示第　　号
　　　　　年彦根市告示第　　号(○○○○○について)の一部を次のように改正する。(変更する。)

　　　　　　年　　月　　日
彦根市長　　氏名　
　「○○」を「○○○」に改める。
　○○○中「○○○○」を「○○○○」に改める。


　(3)　廃止する場合
	彦根市告示第　　号
　彦根市告示第　　号(○○○○について)は、廃止する。
　　　　　　年　　月　　日
彦根市長　　氏名　


第5　公告
	彦根市職員任用試験合格者について公告
　　　　　年　　月に実施した彦根市職員任用試験に合格した者は、次のとおりである。
　　　　　　年　　月　　日
彦根市長　　氏名　
　○○○○○　　○○○○○　　○○○○
　○○○○○　　○○○○○　　○○○○


第6　指令
　　許可等の場合
	　彦根市指令○第　　号
	契印
	住所　　　　　　　　　　
氏名　

	
	　
	

	　　　　　年　　月　　日付○第　号で申請(願)(届)のあった○○○○○○は、(については、)○○○条例(　　　　年彦根市条例第　　号)第○条の規定により、許可する。(次の条件を付けて許可する)

　　　　　年　　月　　日付第　　号で申請のあった○○○○○については、次の理由により許可しない。
　　　　　　年　　月　　日
彦根市長　　氏名印　
　○○○○○○○○○○○○。


第7　達
	　彦根市達○第　　号
	契印
	住所　　　　　　　　　　
氏名　

	
	　
	

	　○○○法(条例)(規則)(　　　　年法律(彦根市条例)(彦根市規則)第　　号)第○条第○項の規定により、○○○○○○○○○○○○○○○を命ずる。(禁止する)(取り消す)

　　　　　年　　月　　日付彦根市指令○第○号で○○○○した○○○は、次の理由により取り消す。
○○○○○○○は、○○○法(　　　　年法律第　　号)第○条第○項の規定に違反するものと認め、同法第○条の規定より、　　　　年　　月　　日から　　　　年　　月　　日まで○○を○○○する。
　　　　　　年　　月　　日
彦根市長　　氏名印　


第8　議案
　1　予算の場合
	議案第　　号
　　　　　年度彦根市歳入歳出予算
　　　　　　　　　　　　　　歳入
　上記の議案を提出する。
　　　　　　年　　月　　日
彦根市長　　氏名　


　2　条例の場合
	議案第　　号
　○○○○条例案
　上記の議案を提出する。
　　　　　　年　　月　　日
彦根市長　　氏名　
─────────────────

　　　○○○○条例


　3　その他の議案の場合
　(1)　専決処分に関する議案の場合
	議案第　　号
　専決処分につき承認を求めることについて
　上記の議案を提出する。
　　　　　　年　　月　　日
彦根市長　　氏名　
─────────────────
　　　専決処分につき承認を求めることについて
　○○については、特に緊急に処理する必要があり、議会を招集する時間的余裕がなかったため、地方自治法(昭和22年法律第67号)第179条第1項の規定により市長において専決処分したので、同条第3項の規定により、これを報告し、議会の承認を求める。


　(2)　その他の議案の場合
	議案第　　号
　○○につき議決(同意)を求めることについて
　上記の議案を提出する。
　　　　　　年　　月　　日
彦根市長　　氏名　
─────────────────
　　　○○につき同意(議決)を求めることについて
　○○を○○にすることにつき、○○○法(　　　　年法律第　　号)第○条の規定に基づき、議決(同意)を求める。


第9　往復文
	　
	契印
	彦○　第○○○○号　　
年　　月　　日　　

	
	　
	

	　　○○○○様
彦根市長　　氏名印　
　　○○○について(照会)(回答)(通知)

　○○○○○○○○○○○○○○○○○。


第10　起案
	
	

	(標題)
	○○○について

	
	

	(起案文)
	標記の件について、○○○○(理由、根拠法令、処理経過、処理方針その他)○○○○○○ため、次の案により○○○(処理、通知、回答、報告、照会)してよろしいか伺います。

	
	

	(本文)
	(案)
　○○○　様
○○○○(発信者名)　
　　　○○○○○について(回答)(○○)
○○○○○○○○○○○○○○○○。



	(添付書類)

	○○(根拠条文その他参考となる書類)


第11　供覧
	
	

	(標題)
	○○○について

	
	

	(供覧文)
	標記の件について、別紙のとおり○○がありましたので、供覧します。

なお、これに伴い、○○となるため、○○までに、○○の処理が必要となります(○○については、別途伺います。)。

	
	

	(供覧文書)
	　(供覧する文書を添付のこと。)


	(添付書類)

	○○(根拠条文その他参考となる書類)

	
	



